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英語　３年生「経験を尋ねる文」
　前時までに，現在完了の文の構造と意味を理解し，自分がやり終えたことを表現し合ったり，対話を聞いて内容を聞き取ったりする学習活動に取り組んだ。
　本時は，「これを使って友達の経験を尋ねる」という活用的な学習活動を設定した。まず，Have　you　ever　～　？　という文型に慣れるために教科書のいくつかの例から選んでペアで問い，答える練習をした。
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　本時の主な学習活動は，この文型を使って質問を作り，級友と質問・応答することである。機械的に文を作るならば　～　に様々な動詞の過去分詞をあてはめればよいだけだが，それだけでは思考力が働く課題にならないため，「尋ねられておもしろそうだと感じてもらえるような質問」を作ることを求めた。かつ，「完璧な英文でなくてもよろしい」と指示し，スペルや語形，語順などの誤りをおそれて英語を使うことを躊躇することがないように配慮した。
　個人で文を書かせている５分の間に，尋ねたいことを表す語を調べるため教室常備の辞書を借りに立つ生徒が見られた。それから班で話し合い，１つの文をホワイトボードに書いて黒板に掲出した。活動すること自体も尊重するが，掲出された英文の吟味もし，英語科としての活動の質を保とうとした。今回は，Have  you  ever  gone  fishing ? であれば，釣りに行ったまま戻って来ていないニュアンスを帯びるとのことで，beenに修正させた。
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　その後，それらの英文をワークシートに視写した後，６つの質問文を使って班内で質問・応答を行った。その際，応答がイエスかノーかで終始することのないよう，聞き取りのためのワークシートに「その他の情報」欄を設け，「経験を尋ねることをきっかけに会話が続くこと」を促そうとした。
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本時に用いたワークシートとその記入例。左は上位生徒の例だが，何回したかという情報の尋ね方もわかったという。
下の中位生徒の例では，「他のhaveを使う文法との区別が分かるようになった。また，疑問文や否定文も作れるようになった。」と書いており，haveの用法が拡張されたと言ってよい。
　左下の低位生徒も活動を通して経験や回数を聞き取ることができている（若干 語が欠けていたり，事実として文を書き改めるのに「？」が付いていたりするのであるが）。
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　さて，「今までに～をしたことがありますか？」という問いに対する答えは，基本的にはイエスかノーかである。それは会話のきっかけにはなってもそれだけでは会話は成立せず，ドリルに終始するように思われる。本時の場合，ワークシートに「その他の情報」を記入することを促して会話が成立するように方向づけてはいるが，十分な作用はしていないようであった。今後は「最小限の応答の続き」をさらに重視して指導することで，その時間の主な内容を超えたさまざまな既習内容を活用させることにつながり，機会あるごとに英語でコミュニケーションをとることにつながると思われる。
[image: image6.emf]　オールイングリッシュでの授業が求められているが，習得段階に応じて「大切なことを英語で伝える」ようにすると効果があるのではないだろうか。評価規準や長期休業の課題のように，理解できないとリカバリが難しい内容は日本語で伝える必要が依然あると思われるが，何ページを開けなさい，といった単純な指示だけでなく，「本時の進め方」や留意点なども英語で伝えるのが相応しいのではないだろうか。
